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 要 旨   

 

目的： 

飲酒量とアルツハイマー病リスク：との関連を明らかにすることを目的とする。 

 

方法： 

2019年 9月に PubMedとWeb of Scienceデータベースを系統的に検索した。飲酒量とアル

ツハイマー病リスクとの関連は相対危険と 95%信頼区間で評価した。アルコールの種類、人

種、研究デザイン、性別によるサブグループ分析も行った。飲酒量の量反応関係メタ解析を

行った。 

 

結果： 

13の研究を質的検討に用い、6つの研究を量反応関係メタ分析に用いた。非飲酒者に比べ、

飲酒者はアルツハイマー病リスクが低かった（相対危険 0.68, P<0.001）。サブグループ分析

では、ワイン摂取がリスクを低下させた（相対危険 0.71）。飲酒量とアルツハイマー病リス

クとの関連は非線形であった。男性では週 14.8 ドリンクからリスク上昇があった。女性で

は週 16.9ドリンク未満からリスク低下が見られた。 

 

結論： 

飲酒はアルツハイマー病リスクを低下させる可能性がある。関連は非線形であるが、飲酒量

との関連は性によって異なった。 

 
 


